
























































































































































































































































































































































































































































































開始前 1年間 ‥三＿三≡ 5・分間
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第　9　表
電気辞歯腸液反応（mm〕．―　　　　隠　田　反　応（mm〕
叫叫相画定j2喝画 2日卜叫「8日い叫23日1蝿
番
号
旺岳尋
性f官
病i
型」―
透過∠
―24時嘲
1
2
3
4
5
占
丁
8
・9
10
11
′12
13
14
15
1占
1ア
18
19
20
21
22
23
†
24
25
2色
27
28
29
30
3ユ
3：⊇
心
33
3月
3≡
松本
吉村
黒岩
壷井
高田
玉垣
西
―由
田中
渡辺
萌水
木山
河岸
清水
吉村
城山
上野
月輪
山本
松本
碍田
平山
―森山
中村
蠣久
蠣久
慈崎
．恒控
森丑
紺屋
浦田
黒木
埴涛
太琵
中和
古
古
宇
早
苗
缶
占
＄
左
右
中
古
古
宇
早
苗
古
宇
申
早
苗
■缶
―
■中
？
牢
♀
甲
早
年
苧
8
8
ヰ
中
古
25
20
55
4占
20
33
42
41
43
42
42
28
20
43
22
3占
21
．12
25
1ア
去0
27
ヒ三：
巨享子
29
2占
41
39
34
23
52
29
N
y
N
N
封
N
N
―甲
N
珂
N
N
N
；y
！N
N
M
M
M
皿
M
L
L
L
⊥
L
L
L
L
L
立口達
ー：
2．4
4．0
】古．0
5．0
5．2
2．ア
12．0
2l．11
ア．0
2Ⅰ．0
29．0
Ⅰ3．0
3．0
30．0
15．0
18．0
2．0
3．9
ロ．8
2．8
．2．占
6．01
1．1］
3．0
5．D
15．0
10．0
13．0
2．0
23．8
2．ユ！
5．0
ア．0
早．ロ
5．0
4x4
5x5
0　―
4－X4
占X占
占X丘
4x4
5x5
4x4
5x5
4x4
アX占
占X占
占k．占
6X6
」Ox！―
5x4
3火3
5x5
占X占
5x5
5x5
3x3
5x5
4x4
4x4
●5x－4
5x5
4x一―
7x7
4x一―
一占X6
占X王
5x王∃
4xづ
3x3
3x3
0
ロ
3x3
3x3
・2x2
4x4
3x3
4x4
2x2
2x2
3x4
3x3
―　占X占
8x8
2x2
2x2
4k4
」4x一隻
0
3x3
－2x：≧
3x3
■3x3
2x2
3x2
2x：⊇
2x二⊇
5x王≡
3x3
4xづ
5x5
4x月
3xコ
q
D
OJ
O
2x2
■
3）く3
0
0
0
3〉〈3
2x2
0
0
2x2
dこ
アXア
0
，0．
O
1
3x3
0
0
・0
0
2x2
0
0
0
0
3x・3
0
2×2
3―X3
2x2
0
0
0
0
0
0
0
―
0
0
0・
0
0
ロj
O
O
O
さx3
d
O
0
0
0
0
0
0
0
0
‾O
q
O
■　0
」O
d
O
O
、0
＋
＋
ツ
♯
≠
＋
＋
＋
＋
＋
≠
五
廿
♯
≠
＋
＋
―
＋
廿
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
廿
＋
♯
＋ト
＋
＋
6x6
5x5
7xア
7x7
4x4
．4x4
アxア
5x5
5x5
5x5
アxア
5x畠
アX占
IOxl（
10xlt
8x8
5x4
10xlt
3x3
▼アX7
－占X6
3x3
5x5
4x4
5x5
0
2x2
■
―　4x4
5x4
5x5
4x4
5x5
4x4
3x3
――コ×2
4x4
5x6
5x古
2x3
5x5
5x5
5x5
芋蔓享―
4x4
6x占
8x8
9x9－
8×8
3史3
10xlO
革X3
‾ヰx4
1qx10
0
―
4x4
3x2
3x．3
0
0
3x3
3長2
3x3
4x4
4x4
4x4
0
0
4x5
6x6
【Oxl1
5x5
0
4x4
・占X占
3x4
5x5
2x2
・5x5
＿3x3
占Xつ
8夏毛
9xち
8x王≡
3xヨ
IOx】
3x3
5x王≡
1Jx！
0
0
0
0
0
0
0
0
3x：
4x（
0
0
i―：
5x5
占X6
10xl（
5x5
0・
5x5
6x占
4x4
占X占
2x2
5x5
5x5
アXア
―
；8x8
10x9
9x9
4火4
12x．1二
5x3
占X占
21x2
0
0
0
0
トキ巴
6x占
占X6
」Oxl】
5x5
4x4
5x5
5x5
5x5
11xl．
0
5x5
15xl上
アxア
Ⅰ2xl：
10xI―
13xl：
5x5
15xl―
Bx3
11x1
21X2
0
0
0
D
―　0
0
0
ロ
7x7
5x5
0
0
0
5x5
♯
＼
廿
≠
＋
＋
＋
＋
＋
†欄
＋
ヰ廿
廿
≠
≠
1汁
＋
≠
＋
≠
≠
―　　　―
二＋
廿
＋
―一―＝
∵
―　　―■■■―
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堀結節乳剤電気静圃場液皮膚反応は注射後24時間臥
光田反応は23日目の判定成績毎判定欄に符号む以て
表はLた。牝の成置葺毎週寛すると押詰毛筋、斑紋囁に
放ては番号3、10在除き強弱はあるが大体一致Lた。
l
結節贖に放てほ番号30、31、35は両反応共に陽性
であるが他の＝例は光田反応陰性なるに反L電路媚
液反応ほ陽性であった。本法は前言巳せる如く筒若干
赤褐色にして且つ上冨巳の様に不一致例もあるのて皮
膚反応液とLて使用するには不適峯である。
第4項　　第4貴　駿
東晃翰に放て笹電流は直流な用い、電圧は15ボル
ト、電流の強さは・0・3〝0・占アムペア、両白金躁の
距離1c恥白金棒の輯内挿入の淀さは約1・5cm、電
流の作用時間は占5分、乳剤量は1ロccである。前項
実働と何様にLて電流な遥ずると色調は全く水様とこ
なり且つ透明にして瀬菌も全く証明しない。PH占・6
であるから中性に規正Lて前実験と全く同様にLて
皮膚反応私試みた。その成績は殆ど全例に放て微弱
にLて皮膚反応抗原とLては不適垂である。即ち願
の各症型に陰性乃至南陽性の成績在韓た。
革5項　第5尊　敬
前項第4栗駒と全く同様の条件に於て転流把作用
時間毎120分間にした○前菜鞠と何様に席結節乳削
弟5寺
井1節　癖結節乳剤の電気藩蔚濾液によ愚
皮膚反應
第4茸第ヰ節第6項第6茸駒に於て調製し
たる癖結節乳剤の電束縛宙濾液牢以て庄碍反
應を試みた。その成績は癖の各症型及び非垣
に特異的に反應し、同時に施行せ卑先日ヨ反應
の成暁と殆ど一致直る成蹟を得た。雷驗例は
47名にして大部分は国立癖療養所菊池意楓画
人園患者であって病型は同園β診断によるも
！
のを記載した。非癖者と若年の患者は本畢附
蜃病院皮膚科泌尿詣科外来患者でもる。
墳騎判定は電路濾液圧應は注射後24時間目．
北田反應は注射筏23日目の威儀溝記載し、符
耽は光円反艦に説ける林文雄の判定規準に従
った。注射部位は⊥膵又は静脈の内側面にし
電気梓簡故は全く透明無色にして願菌は全く証明さ
ヽ
れず、且つ―組織片も殆ど溶解して居る0之な前葉驗
と同様に毒慮過してP打ね中性に韻正して皮膚反応毎
菓施した所前垂驗成措より反応度倍微弱にLて殆ど
全例に放て反応陰性に終った。
第6項　　弟6領亡　覇
電流ほ直流にして電圧15ポ九ト、電流の強さは
0・2′－0・6アムペア、両白金線の距敵Icm　白金棒の
l
液内挿入の理さ約1・0′－1・5em，乳剤畳7cc，電流
の作用時間は38分間である○電流件用方法ほ大体前
述の電気辟菌方法に放けると同様に的2分間毎位に
一一時電流在中断して紐皮の上昇缶抑制した。電流の
件用時間30分間に■して乳斉肌ま殆ど透明となり、赤褐
色の色調ほ極めて汚くなり軒菌覿は極度に減少して
乗る。38分間にLて砺菌は全く証明せず又水様に無
色透明となる。牝の時の水菜イオン法度は8・2であ
る。次で細菌濾過管にて濾過L、水菜イオン濃度在
中性に韻正L、占ODCl時間加迫滅菌Lて皮膚反好む
試みた0本実験に依る成蹟は対照とLて莫施Lたレ
ブロミン反応即ち光田反応と大体一致せる成坑在籍
た0茶菓驗に依りて件製せる電気醇簡櫨液は皮膚反
応在籍現するに適した液であると思考する。その実
驗成琵及び対照として施行せる光田反応の成践は次
葺に放て詳細に記載する。
臨床的賛驗成績
て、注射量は0．1cc，之を皮内に注射した。
井1項　　結箇蠣㊥皮膚瓦康成捷
第10真に示す通り被櫨者18名中陰性は13名．
陽性2名、〔±）は3名である。同時に施行
せる光円反應は陰性14名、陽性3名．（±11
名である。番旗15は光H反麿8日―、16日軋は
陰性で22日目に哉赤して陽性であ、るが電路濾
液圧艦では24時間目・〔≠）である。番祝16は
8日目？光日］反應は（±）で電溶濾液圧應と
一致して居る。
弟2項　紳紆蠣の皮膚瓦康成積
第11表に示す通り祇櫨者14名に施行せる成
臨は陽性、陰性軸こ光田反應と殆吏全例に於
て一致するが反應の程度は若干弱い様である。
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第10　表
番
号
1
2
B
4
‾5
占
7
8
9
10
11
12
13
Ⅰ4
15
1古
】ア
18
■l
被墳者
平　　山
森　　山
中　　村
曙　　久
藤　　崎
横　　座
森　　山
相　　島
川　　野
浦　甲
虫　木
梅　　木
太　　田
正　　代
中　　村
道　　陣
中　　島
蠣　　久
性
缶
缶
♀
？
辛
♀
．♀
中
平
杏
さ
♀
？
＄―
古
宇
？
9
年令
1ア
19
20
―、31
22
29
2占
41
27
39
34
23
。52
34
29
ア0
2才
20車
境過
年月
6．
1．1
3．
Ⅰ5．
10．
12．
2．
23．
12．4
2．
5．1
ア．
2．1
4．モ
5．
．ち
1．弓
馬＿
電酔撼液反応（mm〕
24時
0
0
0
0
0
0
0
3x3
2x2
●
0
1×1
0」
句
0
2x2
2x1
3xさ
∩
48
0
0
0
0
0
0
ロ
0
1xI
ロ
0
0
0
0
0
0
l
－、2k2
0
72
0
0
′　0
0
0
0・
ロ
0■
0
0
0
0
b
O
O
O
2x2
甲
0
0
0
0
0
0
0
0′
0
0
0
0
―＝　0
0
0
●
0
0
0
判定
1
＋
土
土
土
＋
光田
反応 備　　考
二＝
≠
土
二二二
―　―
－ト
＝
－ト
光田反応
22日目発赤
光田反応
8日目士
第11表
蓬」
…・1
―
3
4
5
占、
ア
8
9
10
ⅠI
12
13
14
披検普
茶　　山
呵　揮
清！水
吉　　村
城　　山
鱒　本
垂　　井
高　　田
王　嘩
西
吉　　田
田　　中
喋　　辺
清　　水
性
8
古
宇
占
古
―
さ
？
＄
古
缶
缶
8
古
年令
20
」
20
43
22
3占
25
4占
由
3宮’
42
41
43
42
42
発病年月
ト？㌻い
窪過
年月
14．
3．
3ロ．
15．
18．
2．
5．
5．
2．
12．
1l．
ア．
ア．
21．
－・常扱き庶∋宿所‾
空」
5x4
4x4
38x22―
5x5
5x5
5x5
、アX占
5x4
2裏7
―
―3x5
4x3
2x2
2x2
4x3
48
4x4
・0
き5×2ロ
占羊6
Bx4
2x2
占X6
4x4
2×ア
ロ
0
0
0
．3x3
72
0・
0
30x2亡
5x5
2x3
2x2
3〉云2
0
2x4
0
0
0
0
0
！
9占
0
0
犯X2（
2x2
2x3
中
ロ
O
O
O
O
O
O
－　0
判定
＋
＋
鼎
≠
廿
＋ト
キト
＋
＋
＋
＋
士
土
ツ
光田
反応
≠
＋ト
≠
：廿
一　鼎
＋ト
＋ト
＋
廿
甘
≠
鼎
≠
備　　考
f
5　E帽殆ど
消ゆ
23日日光田
発赤
光田23日
11Xll
光田8日士
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弟5項　斑紋礪の皮膚瓦傭成枝
第12真に示す通り被槍者8名に施行せる威
′　　　　　　　　　　第12　表
騎は神経癖と同様全例に於て北田反膣と一致
するが前者同棲反應の程度融若干弱い。
弟4項’非礪者の皮膚瓦購成境
封照として光田民反應を施行して居ない老い
甘　が5例あるが電辞混成反麿は光田反應と同様
非墳者にも陽性に反厳してゐる。
第1吉　轟
幕2節　癖腐敗乳剤の電気溶薗濾液に依
る皮膚反應
患者は47才の男子、階共進糖工、約1年繭
より前身に散在的に赤色の紅韓を生じた。こ
の赤色の斑紋は顔面が特に著明で一部隆起し
結節む思はせる。光田反艦陽性、癖結節乳剤
の電気捧蔚濾液圧麿も亦陽性である。療苗は
数回の顕微鏡的櫨査を繰り返したが毎度検出
出来なかった。治療は未だ居って居ない。
本患者の左前頗の内側紅建部車切暁して光
臥林珪に捉？て醍嘩細粒光甲抗原液を作製
した0之に電流を作用させた。即ち電飾は直
流を周い、電塵15串ルト電流の張さ0．2～0．6
アムペア、白金線の距離1cm，両日金棒の液
内挿入由探さ1．0～1．5亡m，乳剤畳、7cc，電流
の件向時間細分であるt。第4草第4節第6項
欝6實驗と全く同様にして實驗した研衣白色
の乳剤は牽く水桂無色透明となった0攻で堰
番
号
1
2
3
4
5
6
＼
7
8
地検者
橋　　口
青　　野
後　　田
上　　野
月　　輪
山　―　木
琴　本
滑・　田
性
―
昌
一　中
―
―
■
巨　琶
―
＄
中
学
中
古 ヒ
発病年―
昭25・
24．
24．
23．
23．
25．：
23．
23．
寵過
年月
．5
1．
1．
2．・
2．
．8
2．
2．
電酔櫨液反応（mm〕
「24把
L
lOx
3x：
4x」
4x―
5x―
4x：
―アX―
―
：5xj
L「竺
l8x9
2x2
2x2
3x4
4x3
3x2
きX3
3x3
ア2
4x－
2xニ
0
0
0
0
0
3x：
96
P
O
O
O
O
O
O
O
判定
†十
ナ
＋
＋‘
＋
＋
≠′
―l⊥
光圧
反応
1＋
＋．
－ト
廿
≠
＋
廿
ヰ廿
瞬　　考
番
号
1
―2
3
4
5
占
7
被検者
l
橋　　▼口
中　　島
森　　泉
里　　′略
峰
一　　力
副　　島
性
苧
宇
古
缶
＄
岳、
8
年令．
18
55
い
45
占6
39
22
32
電浴場液反応（mm〕
24時
4x4
4長4
3x3
4x4
2x2
6X占
3×3
48
3x3
3x3
0
3x3
1×．1
4x3
2x2
ア2
2x2
3x2
ロ
2x2
0
1　　　1
3x2
2xl
9占．
0
2x2
0
0
日
O
O
判琵
！＋
＋
＋
＋
土
L廿
t
廟
――　　　　　　　　　―　　――　――
ナ
♯
簡―、―　考
樫、軒家族
ク
乳頗尿
矛．
腎結石
乳廉廉
腎結城
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過管にて濾過、pHを中性に規正して皮膚反
膣を實施した云被櫨昔時前節同株菊地意掛図
の患者である。注射部位、方法．判定其の他
―．　弟14　轟
は前節と全く同様にして施行した。ーその成臨
は第14表の通りである。
盤・検者　卜性1年令1病型l続過竿
1
2
3
4
5
占
ア
8
9
10
11
12
13
14
15
Ⅰ6
上　　野
月　　輪
山　　本
抱　　木
津　　田
■本　　山
河　　岸
清　　水
吉　　村
城　　山
浦　　田
黒　　木
■植　　木
太　　田
正　　代
中　　村
古
宇
中
学
古
苗
古
宇
8
缶
缶
8
？
字
8
8
21
12
25
1ア
20
20
20
43
22
3占
39
34
24
53
34
29
蛎斑紋乳剤電蹄撼滴反応
24時間l2日l3日
M
M
M
M
M
餌
付
N
田
村
L
L
L
L
L
L
2．
‘3．9
．8
2．8
2．占
13．
3．
3q．．
Ⅰ5．
1月．
2．
5．1
7．
2．1
4．8
5．
本境揖を通覧するに癖班紋乳剤の電気捧蔚
濾液圧應は各症型に種々の程度の萄赤浸潤を
来たし或は全く皮膚に反艦を見ないp即ち各
病型に非特異的に反臆して居る。軸へぼ番涜
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
＋
士
土
士
＋
＋
♯
＋
＋
＋
≠
＋
≠
≠
鼎
♯
1甘
鼎―
≠
＋
丁6
5は北田反應張陽性なるに反し本虎應全く陰
性であり、番誠12は光田反膣陰性であるにも
、
拘はらす奉反應は陽性に反曝して居る0
轟い6章　痕結節乳軸の電親藩薗濾液に依亀沈降反應
癖結節剤乳に各種の條件で電流を作射させ
その各々に就いての試驗は既に第ヰ茸第ヰ節
に於て詳述した。實驗操作は勿論無蔚自勺に虚
理L年が宙念の鳥培養試験を行払嘩蔚の増殖I
なきを確認した後沈降反應試感を試みた。
方法は沈降反應月］毛細試驗管を月］払重暦法
を月町た。電寂静削霞液は第4章第ヰ節第3．
4．6貰駒法に伐り作製したものを用いた0
而して神経癖、班紋癖及び結節癖患者血清を
使用したがその成括は全て一定の値を得ず、
判定に困難であった占
弟r華　藤結節乳剤㊥電気溶薗濾液に依るPrausnitエーK蝕tn¢一反應
皮膚反應惹起をするに至過と推定す・る電気　■験した。此の反應の茸驗に於ては被槍者は悼
辞蔚濾液を以てPrausni町飢stner反應を茸　　常である事が甲則である？而して用いる紅帝
番
号
．　　　　　　　　　　　　　―――「
1
4日 判定―
光田反応
誓
0
4×4
4女4
0
0
2x2
0
2x2・
0
2X2
3x3
2x写
4x4
0
0
・d
0
2x2
0
0
0
0
0　●
0
0
0
0
0
0
0
0、
0
：岳
0
0
0
＋
＋
＋
士
l
士 ＋
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算15　表
血　　料―餌〔mm〕
1
2
3
4
結節癖血清
神韻癖血清
健康者血清
生謹的食塩水
が額患者血清であるため本實驗の祝砲者には
結節痴愚者であり、拾琴により光田民度應陽
輸し、電束醇薗濾液圧應も亦陽性であり且つ
結節も殆ど消失し僅かに色素沈着を残す患者
を選んだn
先づ患者の背部を清掃したる後4鮎に結節
癖患者（被槍者）血清∴紳経療患者血清、健
康者血清及び生理的食塩水を夫々0．1亡仁宛皮
内忙注射した。2ヰ時間後に上記4鮎に夫々癖
結節乳剤の電東野蔚櫨液を0・1亡亡宛皮内に注
射した0‾それを検するに比較的繊弱ながら次
の成績を得た。一椅春實驗町用いた神経癖患者
及健康者は何れも電路反應陽性せある。
帯8章　癖結節乳剤電気落雷濾液に依る皮膚反應局鹿の病理組織
皮膚反應宝達頻結節乳剤電束溶蔚濾液の皮
内注射に依る皮膚反應局魔の組織欒化を知る
ため妃注射後2時間、8時間、16時間、2ヰ時一
問及びヰ8時間後の皮膚を無蔚的に摘出して砲
した0班紋癖及び神経痛患者の皮膚にL．て光
田反鯨並に余の電停暖波反應は陽性である。
一摘出個所は前膵内側を選び．畢に皮表を酒
精清琴、■無麻酔の状態で切除、フォルマザン、
及び酒精固定、パラフィン包型．へマトキシ
リγ・エオジン染色を施して鏡検した。
2時間（帯4囲）
表皮には特記する．研はない。虞皮の乳頭驗
の毛細血管は横取し其の周囲には淋巴球の軽
い浸潤があり、麿々に於てプラスマ細胞の浸
潤がある。その下部の毛細血管旺強く蹟張し
固形細胞の様なものが周囲に多少ある。
8時間（第5囲〕
2時間後の欒化と大差は認めない。
16時間（常呂画〕
皮下組織の毛細血管は随所に蹟張しその周
囲には淋巴球時には白血球も見る。各所の皮
下組織の直下にはプラスマ細胞もある。
24時間〔第7図）
皮下組織より虞皮にかけて毛細血管、小血
管組べて揖張しその周囲の結組織は粗恵とな
り淋巴球と風形細胞の浸潤がある。更に探部
に至ると上述の浸潤の顕著なる部を散見する
。文麿々にブラスマ細胞の浸潤、少数のェオ
ジン晴好細胞が見られる
48時間（第8―図〕
銅時間後の壁化よりその組織的聾化は菅明
に軽度である0僅かに虞皮の乳頭盾に於て16　いゝ
時間後の組織像の如き欒化を見る程度で・ある。
い　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
帯留章　　絶括並に考抽
レナロミン反應の本態を究明するために光一
田、■林のレプロミンに電流を作用せLめて諸
種の實驗を茸施した。レブロヤミンに電流を作
用させると墳蔚及び組織は溶薗、溶解する。
癖園の純粋梅毒の出来ざる今日癖蔚のみの浮
辞波立作製出来ないため他の紬宙浮遊液と■異
なり茸驗上或程度の不便を感じたのは論を保
たない。
蔚体に及ぼす電流の作用に就いては第2草
文献概要に記載した如く諸詮があろ。電気砥
抗を有する物質に電流を通すると熱を敬生し
これ自体が投函自勺に作用する事は勿論である。
止担外に電流を通ずるこ主に伐って化畢的分
解を起す。即ち蔚を浮遊せしめる媒液は通電
の必要上電解質である生理的食塩水であるた
めに此の際ナトリューム、塩素、一番生硬の酸
素等が塵離して是等が常然殴宙乃至は酒蔵的
に化畢的に作用する0前記の諸氏は勿論この
様な二次的因子に注意を蹄って居るがその主
体に閲Lては意見が必ずしも一致して居ない。
―」
番号
t―＝　―　―――　　　　　――――――
1．5xl．5
2x2
3x3
ユ．5xl．5
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細菌■の浮頗液に電流を通すると電束遮透
El由ro印d。ゎざmOS8，或は電気泳動E掴pho－
re詑，又は化畢的趨化性Cbemo旭Ⅹis等の魂象
が認められ∴丘更此の際産生される電解物質
は勿論細菌に封して或．る種の■作用を有するが
・電流そのものではない事は細菌と・電気との閲
備に就いての現今甲常識の槙である。大体に
於て電流に依る捧菌作用は化聾的横棒に置か
れて居る0換言すれば電時に俵引ヒ畢的分解
現象を電気分解と解すべきである。村尾．森
本等は食塩水の電解産物由中で細菌を溶解さ
すべき物質としては過酸化水素が醇宙に封し
て一役割を減するであらう■として過酸化水素
―■
‥の作用を重要成して居る。これに封LてYen
叩d臥rotchikin　は食塩水の浮遊液電気分解
操作和こ産生される朗の攻由塩素酸ナトサ．ユ
ーム（Sodium Hypochlprite）の作用に踪せ
しめて居る。杉山（1950〕は電気エネルギー
の致死と音容蔚作用王特に芽胞蔚に封する効果の
報告に於て通電に依って蟄生する二次的国号、
主として熟とタロ「ルの組合せの作用のみと
は恩はず電流の直接作用も雷黙考ふべきであ
I
ると言って居早。余の實驗に於て癖結歯乳剤
即ちレプロミンに直流電流を作用させた場合．
その媒液である生理的食塩水は電束分解に慮
りて魂の棟酎ヒ畢呵欒化をなしてその段階中
に醇蔚作用を超すであ占う。
NaCl＋NAO＋Cl，・＋N孔OH＋Cl2■†→NaClO
十H員OH＋NaCI
Cl2はガスとして大部分出て仕舞い、一部は
NaC10となるであらう。
電気溶薗中に癖結節乳剤の水素イ・．オン濃度
は菅明に壁化●して来る。村尾、森本等もその
篭驗に於て水素イオン溝度の欒化を記載して
居るがその理由は論じて居ない。時間的な著＿
明な壁動の理由は食塩水の電気分解中に蔑生
す■るNaOHの薦であらう。電流を長時間作
用させると水素イオン濃度は遊に中性に嘩く。
之は電流の作用に伐りて生じたるNaO痛が
蛋白質と結合して蛋白質む酸壊し消費され且
つ寓嘩水が一発量で参与た担岬aOHの藤生
か少くなるた填であらう。．この蛋白質由故壇
は電流の作用に伐る熱の上昇と共同作用に伐
りて一骨容易となる。境結節乳剤中の癖園及
び皮膚組織が完全に辞宙し溶解して全く水桂
無色透明となる時は水素イオン浪度は中性よ
り酸性になる0　之は電寂静解する事に伐り
て癖結節乳剤中に含有されて居るであらう
GI由gen畔僅か平底あるがP205を含んで
くコ
居るためこのP205が加水分解に依り燐酸エ
ステル又は硫酸エステルになるため酸性にな
るであらうと思考する。
療結節乳剤を電気分解する時その作用させ
る電塵二電流の強さ、作用時間、乳剤量、乳
剤の熱の上昇．電流の中間的休止、沈澱管の
冷却及び沈澱管の震塵等由各條件に依りてそ
の作製せる溶液が皮膚反鷹掩蓋起するに適す
るか香かが重要な問題になって来るJ勿論こ
の種の研究が技術的に困難である事は首肯せ
＼
ざるを得患い。以上の各保件に依りて作製し
た液た就いてノ皮膚反應を茸施して大体重過と
推定す1る健坪む決定し鮎その茸驗成績ょり
見るに乳剤の色調、透明度．癖蔚の状態及び
水素イオン濃度等に伐りて略々其の條件を決
定出額た0必要以上に長時間軍流を作用させ
ると皮膚原摩は繊弱に蟄現するか又は反艦が
殆ど起らない嘩になる。ヰヒの問題はレプロミ
ン反應を葛起す与圧魔物質が何であるかと言
ふ重大な問題に閲墟があ皐。」或立党度捧薗硯
l―
象が起り水素イオン濃度が強アルカリ性とな
り攻で蓮佗崩アルカリ性に移行して液の色が
殆ど由色主なり透明となった頃の電気酒蔵液
が皮膚反應至近であると考える。電京終歯中
に浮遊液の過度が上昇Lて来るがこの加熱時
問を普茄考慮■に入るづきである。電流を乳剤
に作用させた時雨白金棒問の温度が最高にし
て略々沸騰鮎〔980C〕に上昇して屠る。食塩
水又は蒸潜水を基液とLた場合加熱時間と抗
原能力の問題庭就ては各氏の茸驗報告がある。
軟性下痺蔚に於ては村田（H1932）は加熱1000C
20分間が最大の蘇原能力がありこれより時間
牢硬茸すると醍原能力の嘩下む草すと言って
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居る。野村（195りは軟性下府の加熱蒸潜水
！′
浮遊液の抗原は1000C120分閥が最高の反應
を示した‾と言う。余の場合上記各氏の寛驗と
は多少異なり熱の問題以外に電流作用に匙因
する各因子が抗原作製上大いに闘興して由る
から此の加熱時問の問題のみを以てその抗原
能力を決定する事は出来ない。
放て皮膚反應を惹起する反魔物質に就いて
考ふるに癖蔚が電気分解に依りて溶蘭する場
合にその蛋白質も大部分現アルカリと熱との
共同作用に伐り醜壇され、電流作月泄寺問を尚
延長する事に成り皮膚反應を蟄現する専が概
弱とな．る事より考えて蛋白質が皮膚反應に閲
興する重要な因子であると言はぎるを得ない0
其の他の因子と〔て雷然多糖薪を考ふる必要
があるであらうD多糖類はアルカリに封して
は抵抗が強く電気分解に伐りて殆ど影響され
ない。勿論蛋白質と弱い結合をしてゐる不飽
和の糖類は電気分解の際に蟄生する塩素に伐
り破壊される。故に多糖菓削王そのま1大部分
電気溶蔚櫨液中に凍って居ると考えられるが
上記の様に長時間の電流の作用に伐り皮膚反
艦が弱くなる事より考えて多糖顆のみが皮膚
反應に紺興する重要な因子であるとは準えら
れないよ　従って余はDharmendraが推論し
た様にNucl甲prOt亡inが皮膚反應に閲興する
重要な国子である事に賛成はするがこの外に
多糖類も亦反膝に関係するであらうと考える。
野村も軟性下府の皮内圧應に於て各種菌体成
分の抗原を作製してその反膣形態を詳細に研
究したが何れの劃分が反厳に閲興し、文相れ
の劃分が全く反應に閲興しないかを決定する
事は困錐であるとし七居るが余の場合に痕て
もレブロミン反應に於ける紅斑、硬結を来す
因子が蛋白質劃分であるか、多糖類劃分であ
るかを決定する事は困雄であり、恐らく両者
の劃分が主体をなして皮膚反應を惹起するで
あらう0而して蛋白質が革應物質とした場合
に此の櫨液が所謂蛋白反應を呈するか香かが
問題になる。余は色彩反應である朗のNin－
hydrinrea亡tion，Biuretreactioq．Mi1lonreaction
等を試みたが何れも陰性に経った。沈澱反膣
も陰性であった0年で騎虎膣も亦陰性に経つ
元。
皮膚反應實驗疎績は光田嘩艦と年休一致し―
た結果を得た。そして其の反應は注射後24時
間後が最強であ●り夷で漸次蟄赤硬結如滑秘し
4日目には大部分消失する。皮膚は強酸又は
強アルカリに依りて炎症症状を起す事がある
から電気溶苗墟液使用に昔りてかよ水素イオン
濃度を中性に規正Lた。そこで癖結節乳剤の
電気溶蔚櫨液圧應は何故に早期即ち注射後2ヰ
時間後に判定出来るかと富ふに．電流の作用
・に伐りて反腫物質を含有する癖宙が蚊壊され
て之が直接皮内に注射されるからであらう0
●
余の實驗例に於て興味深恒のは結節療患者
で光田反應が注射後22日目に陽性に蟄現した
も甲が余の反感に於ては既に24時間後に弱陽
性に反應！！て居る事である。叉神経療患者で
光田反應が注射後23日後に陽韓Lたのに封し
余の反臆せは矢弓在り24時間後に陽性に出現し
て居る事である。この様に早期に判定出来る
事は従来のレプロミン反應に比較して便利で
ある■。」文化臆した者は1例もなかった鮎も優
って居ると恩ふ。
次に．Prausnit2l―Kiistner蛙による他働性韓
妹を試みた結果は健康者血清及び耐鮭療患者
血清に於て僅かに陽性にして反應性の他働性
韓嬢に成功したかの観があるが甚だ鯨著とは
言払輝い0　　、
最後に電束溶蔚櫨液に伐る皮膚反應の組織
像に就いて考察して見たいと恩ふ0本櫨液に
依る膚皮反魔の組織的欒化は注射後24時間
後が最も著るしい。眞皮、皮下組織の毛細血
管及び小血管は損醸しその周囲町淋巴球及び
少数中風肺細胞扮増殖浸潤があり、庭々にプ
ラスマ細胞の浸潤がある。佃少数のエオジン
晴好細胞が見られる0此の欒化を以てアレル
ギー性反應であると断定するだけの根墟はな
いが叉少くとも了レルヰー性を否定する事は
出来ない。　　！
傭レプロ、モミン反應が何故に結節癖患者に陰
性に反臆するかに就いては文献の概要に於て
諸氏の意見を記載したが此の問題は依然≒し
て今個解明され得ない。
y
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レナロ「ミン反魔の本態究明に雷り．て余は光
臥林蛙に伐り作製せるレプロミツこ直流電
流を作用させた研癖蔚は辞蔚する云同時たレ
プロミン中に含有せられて居る多量の癖組織
も溶解して来る。この電気膵蔚液を椅風紬蔚
避退管L3で櫨過し水素イオン濃度を中性に
規正して皮膚反應を試みた0本店液に伐る年・、
種由實驗の結果攻由如き結果に到達した。
1・レプロミン電気静蔚鑑液による皮膚反
艦は同時に施行せる．光田反嘩と大体同様の成
績を得た。即ち結節頻に大多数陰性∴紳経額．
三鉦紋癖．非癖者には陽性に反應する。但L！光
田原厳に比較∴して若干反應は弱くはあるが化
臆せる宥は一名もない。　　′　　　　、
2。・本反應は注射後24時間後が反原最強で
あり漸次哉赤浸潤は滑鍵L概ね4日間佗で滑
失する。従って2ヰ時間後に判定出来る早期
反臆である。
3・レプロミン反應の蟄生墳序は療苗が皮
′
内に注射されて徐々に破壊して皮膚反應を惹
超する反應物質が皮内に遊離して重森）て起る
い
論
l
虎應セあると今自多くの人が推論して居るが
著者の茸驗からも■－應同様の推察が出来る。
4．皮膚反魔の反腫物質は　Nucl印prOtein
が重要な国子であると考えられるが、一方多
糖類も或程度皮膚虎厳に閲興するかも知れな
レ10
5・塘班紋乳剤の電気溶解櫨密反應は光田
い
反原の成績と異なり非特異的反應に経った。
レプーロミン反應の主体時頼蔚であると昔ふ林
の實驗を確認したい。　＼
6・レプロミン電気溶薗檻液に依る沈降反」
應及びPrau和itかK鮎tn亡r反應は不明乃至陰
性及び不明確に終った。
7・レプロ享ン電気辞蔚櫨液皮膚虎應の病
理組織は皮膚反應と同株に注射壊24時間後
が最も欒化が昔るしい。虞皮．一皮下雛粒の毛
細血管及び小血管は横張しその周囲に淋巴球
及び少数の固形細胞の増殖浸潤があり、魔々
にアラスマ細胞の浸潤があり備少数のエオジ
ン噂好細胞が見られる。
終りに臨み北村教授の御指導拉に御校閲に苦心より謝意和衷すると共に併せて本研究に替り多大の
御援助な与へられた風土病研究所長萱倉散乱同所臨床部片嘩助散乱本学細菌学散乱及か国立膚
療養所菊地意軌跡こ厚く感謝する0
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